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菊
地
正
仁
社
長
に
よ
る

と
、
同
展
示
会
へ
の
出
展
は

今
年
で
10
回
ほ
ど
を
数
え

る
。
来
場
者
の
数
や
反
応
に

は
毎
年
手
応
え
を
強
め
て
い

た
が
、
今
年
も
同
社
ブ
ー
ス

へ
の
来
場
者
数
は
前
回
の

１
・
５
倍
ほ
ど
に
達
す
る
な

ど
、
関
心
の
高
さ
を
痛
感
す

る
濃
厚
な
３
日
間
と
な
っ

た
。
展
示
会
を
機
に
既
に
正

式
注
文
に
つ
な
が
り
そ
う
な

案
件
も
あ
る
と
い
い
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
り
そ

う
だ
。

　

同
社
が
販
売
す
る
真
空
乳

化
機
は
韓
国
で
80
％
超
の
市

場
シ
ェ
ア
を
も
つ
「
宇

元
」が
製
造
し
て
い
る
。

韓
国
内
だ
け
で
な
く
、

近
年
は
欧
米
や
ア
ジ
ア

な
ど
海
外
各
国
へ
の
輸

出
も
増
加
し
て
お
り
、

受
注
増
を
受
け
て
一
昨

年
に
は
安
山
市（
韓
国
）

に
新
工
場
を
建
設
し
て

い
た
。

　

エ
ヌ
・
ピ
ー
・
ラ
ボ

　

そ
う
し
た
海
外
の
動
き
を

受
け
、
日
本
で
も
今
春
、
日

本
化
粧
品
工
業
会
が
会
員
各

社
に
対
し
、
環
境
保
全
の
た

め
の
予
防
的
な
対
応
と
し

て
、
ス
ク
ラ
ブ
製
品
へ
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー

ズ
の
段
階
的
な
使
用
中
止
を

呼
び
か
け
た
。

　

同
社
は
「
昨
年
か
ら
プ
ラ

ビ
ー
ズ
の
代
替
原
料
や
環
境

配
慮
型
の
ス
ク
ラ
ブ
素
材
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え

始
め
た
」と
語
る
。
中
で
も
、

「
環
境
と
肌
に
や
さ
し
い
体

感
型
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
顆

粒
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
す
る
セ
ル
ロ
ー
ス

基
剤
の
「
フ
ィ
ト
オ
ー
ヴ
」

が
、
プ
ラ
ビ
ー
ズ
代
替
を
目

的
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ
依
頼
が
増
え
て

い
る
と
い
う
。

　

「
フ
ィ
ト
オ
ー
ヴ
」（
セ

国
際
連
合
環
境
計
画
は
昨
年

６
月
、
洗
い
流
し
た
後
に
そ

の
ま
ま
海
洋
ま
で
運
ば
れ
、

ル
ロ
ー
ス
粒
子
）
は
、
特
殊

な
攪
拌
技
術
に
よ
っ
て
均
一

の
と
れ
た
球
形
を
実
現
し
、

商
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ

て
粒
子
の
外
観
色
調
や
粒

度
、
崩
壊
性
強
度
の
調
整
が

で
き
、
ク
リ
ー
ム
か
ら
液
体

ま
で
分
散
が
可
能
な
マ
ル
チ

顆
粒
と
し
て
紹
介
し
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
、
内
包
成
分
が

水
溶
性
、
油
溶
性
、
不
溶
粉

末
の
い
ず
れ
に
も
対
応
で
き

る
万
能
性
と
、
調
整
強
度
次

第
で
、
な
じ
ま
せ
て
崩
壊
し

て
い
く
過
程
が
視
覚
的
・
触

覚
的
に
効
果
実
感
を
も
た
ら

す
と
い
う
特
徴
が
評
価
さ

れ
、
採
用
が
増
え
て
き
て
い

る
と
い
う
。

　

一
方
、
古
く
か
ら
ニ
ー
ズ

の
あ
る
天
然
素
材
１
０
０
％

の
ス
ク
ラ
ブ
剤
に
つ
い
て

も
、
ク
ル
ミ
殻
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
穂
軸
な
ど
植
物
素
材
を

そ
の
ま
ま
顆
粒
化
し
た
「
グ

リ
ッ
ト
」（
４
種
）
や
ア
ロ

エ
ベ
ラ
葉
肉
を
剪
断
し
た

「
ア
ロ
エ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
」
を

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
、
幅
広
い

天
然
由
来
の
顆
粒
・
ス
ク
ラ

ブ
剤
へ
の
要
望
に
応
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
の
も
う

一
製
品
で
あ
る
「
リ
ピ
オ
ー

ヴ
」
は
、
ス
ク
ワ
ラ
ン
を
基

剤
と
し
た
オ
イ
ル
顆
粒
で
あ

る
。

　

油
性
成
分
の
た
め
、
既
存

の
ベ
ー
ス
処
方
を
変
え
ず
に

そ
の
ま
ま
活
性
剤
フ
リ
ー
で

油
分
を
添
加
す
る
こ
と
が
で

き
、
顆
粒
が
つ
ぶ
れ
て
広
が

る
と
エ
モ
リ
エ
ン
ト
効
果
を

も
た
ら
す
た
め
、
感
触
向
上

も
期
待
で
き
る
。

海
洋
生
物
の
誤
飲
に
よ
る
生

態
系
へ
の
影
響
や
沿
岸
環
境

の
悪
化
を
招
く
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
廃
棄
物
と
し
て
報
告

し
、
米
国
で
は
昨
年
12
月
に

洗
い
流
し
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ケ

ア
製
品
へ
の
特
定
の
マ
イ
ク

ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対
し
て

使
用
を
段
階
的
に
廃
止
す
る

法
律
が
定
め
ら
れ
た
。
Ｅ
Ｕ

内
で
も
化
粧
品
へ
の
使
用
規

制
が
か
け
ら
れ
は
じ
め
て
い

る
。

　

角
質
除
去
や
清
浄
を
目
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
化
粧
品

用
プ
ラ
ビ
ー
ズ
に
関
し
て
、

浴
び
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い

う
が
、
導
入
し
て
み
る
と
日

本
製
と
遜
色
な
い
性
能
で
あ

る
こ
と
へ
の
理
解
が
広
が

り
、
さ
ら
に
競
合
他
社
に
比

べ
て
安
価
な
価
格
で
あ
る
こ

と
か
ら
徐
々
に
評
価
を
高
め

に
な
り
、
お
取
引
先
へ
は
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
た
。
こ
こ

最
近
の
人
材
不
足
、
天
災
に

よ
る
リ
ス
ク
分
散
を
考
え
、

今
年
１
月
に
思
い
切
っ
て
佐

賀
工
場
の
建
設
に
着
手
し

た
」
と
、
出
席
者
の
前
で
工

液
体
充
填
機
も
展
示
し
た
。

菊
地
社
長
は
、「
現
物（
機
械
）

を
実
際
に
目
で
見
て
、
手
で

触
っ
て
も
ら
え
る
貴
重
な
機

会
だ
」
と
出
展
の
意
義
を
強

調
す
る
。
既
に
来
年
の
出
展

も
決
め
た
と
い
う
。

は
日
本
の
代
理
店
と
し
て
１

９
９
９
年
か
ら
販
売
を
開
始

し
、
大
手
化
粧
品
メ
ー
カ
ー

や
Ｏ
Ｅ
Ｍ
企
業
な
ど
へ
の
納

入
実
績
を
積
み
上
げ
て
き

た
。

　

製
造
こ
そ
宇
元
が
担
う
も

の
の
、
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

か
ら
機
器
の
作
図
、
搬
入
・

据
付
工
事
、
ア
フ
タ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
ま
で
広
範
囲

に
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
特
に

近
年
は
「
機
械
の
設
置
場
所

な
ど
を
含
め
て
工
場
全
体
を

レ
イ
ア
ウ
ト
す
る
」（
菊
地

社
長
）
よ
う
な
依
頼
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。

　

事
業
を
始
め
た
当
初
は

「
韓
国
製
」
で
あ
る
こ
と
に

周
囲
か
ら
懐
疑
的
な
視
線
を

　

藤
村
太
郎
社
長
は
、「
埼

玉
工
場
が
で
き
て
約
16
年
が

経
過
し
た
。
つ
ま
り
化
粧
品

の
容
器
屋
を
始
め
て
16
年
、

当
社
は
確
実
に
発
展
を
遂
げ

て
い
る
。
社
業
の
発
展
に
と

も
な
い
、
埼
玉
工
場
が
手
狭

て
き
た
。特
に「（
販
売
歴
が
）

10
年
の
節
目
を
迎
え
た
以
降

は
急
激
に
注
文
が
舞
い
込
ん

で
い
る
」（
同
）
状
況
だ
。

　

展
示
会
で
は
真
空
乳
化
機

の
ほ
か
に
、
イ
レ
ー
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
社
（
韓
国
）
の

場
建
設
の
経
緯
を
説
明
。
無

事
故
で
工
場
の
完
成
に
至
っ

た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の
念

を
述
べ
た
。

　

佐
賀
工
場
は
「
女
性
に
優

し
く
」
を
基
本
理
念
と
し
、

従
業
員
が
迅
速
・
的
確
に
生

産
業
務
を
進
め
ら
れ
、
顧
客

企
業
と
の
打
ち
合
わ
せ
も
効

率
良
く
行
え
る
よ
う
な
環
境

を
整
え
た
と
い
う
。
加
飾
か

ら
製
造
ま
で
す
べ
て
現
在
の

埼
玉
工
場
と
同
様
の
設
備
を

揃
え
、
生
産
規
模
を
１
・
５

倍
に
拡
大
し
て
対
応
力
の
強

化
を
図
っ
た
。

　

藤
村
社
長
は
、「
当
社
は

容
器
屋
で
、
縁
の
下
の
力
持

ち
だ
。
よ
っ
て
、
表
の
世
界

に
は
出
て
は
い
け
な
い
。
従

業
員
第
一
主
義
は
お
客
様
志

向
に
他
な
ら
ず
、
従
業
員
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
彼
ら

が
誇
り
を
持
ち
、
張
り
切
っ

て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
よ
う

な
社
内
環
境
を
整
備
す
れ
ば

士
気
は
大
い
に
高
ま
り
、
お

客
様
に
も
た
ら
す
利
益
も
大

き
く
な
る
」と
持
論
を
述
べ
、

出
席
者
に
継
続
的
な
社
業
の

発
展
を
誓
っ
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
祝
辞
で
は

吉
野
ヶ
里
町
の
岩
崎
副
町
長

が
「
吉
野
ヶ
里
町
で
は
、
安

定
し
た
雇
用
の
確
保
を
課
題

と
し
て
お
り
、
企
業
の
誘
致

に
努
め
て
い
た
。
今
回
、
中

国
、
ア
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ

た
西
日
本
の
生
産
拠
点
と
し

て
当
町
に
着
目
さ
れ
、
昨
年

12
月
に
締
結
の
調
印
式
を
行

っ
た
決
断
の
速
さ
に
感
謝
し

て
い
る
。
進
出
を
機
に
、
吉

野
ヶ
里
町
、
ひ
い
て
は
佐
賀

の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
藤
村
社
長
を
激
励
し

た
。

　

佐
賀
工
場
は
埼
玉
新
工
場

に
次
ぐ
第
二
工
場
で
、
敷
地

面
積
３
１
０
０
坪
、
建
物
は

２
階
建
て
で
延
床
面
積
は
約

５
６
０
０
㎡
。
埼
玉
工
場
よ

り
作
業
環
境
を
向
上
し
、
化

粧
品
Ｇ
Ｍ
Ｐ
に
対
応
さ
せ
る

ほ
か
、「
自
然
に
や
さ
し
い

工
場
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
な
ど
を
設
置
す
る
方
針

だ
。

　

真
空
乳
化
機
を
中
心
に
化
粧
品
な
ど
の
各
種

製
造
機
器
を
販
売
し
て
い
る
エ
ヌ
・
ピ
ー
・
ラ

ボ
（
東
京
）
は
、
６
月
29
日
～
７
月
１
日
に
か

け
て
都
内
で
開
催
さ
れ
た
展
示
会
「
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ッ
ク
ス 

ジ
ャ
パ
ン
」
に
出
展
し
、
主
力
の

真
空
乳
化
機
な
ど
の
性
能
の
高
さ
や
割
安
な
価

格
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

化
粧
品
・
ト
イ
レ
タ
リ
ー
の
容
器
を
製
造
・
開
発
す
る
椿
化
工
（
本

社
＝
埼
玉
）
は
６
月
29
日
、
佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
に
建
設
し
た
九
州
佐

賀
工
場
の
竣
工
式
を
行
っ
た
。
竣
工
式
に
は
企
業
誘
致
し
た
吉
野
ヶ
里

町
の
岩
崎
和
憲
副
町
長
や
建
設
会
社
、
取
引
会
社
な
ど
か
ら
２
０
５
人

が
出
席
し
た
。

佐
賀
新
工
場
の
竣
工
式
を
実
施

椿化工

「
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
」需
要
へ
の

対
応
強
化

　

化
粧
品
・
医
薬
部
外
品
、
健
康
食
品
分
野
で
天
然
由
来
原
料
の
研
究
開
発
を
行

っ
て
い
る
一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス
は
、
洗
顔
ス
ク
ラ
ブ
剤
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ズ
（
以
下
、「
プ
ラ
ビ
ー
ズ
」）
の
環
境
へ
の
負
荷
が

世
界
的
に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
天
然
由
来
の
顆
粒
・
ス
ク
ラ
ブ

剤
の
特
徴
理
解
を
深
め
る
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。

一
丸
フ
ァ
ル
コ
ス

真空乳化機が
「インターフェックス」で好評

ＯＥＭ企業への納入案件も増加

エヌ・ピー・ラボ


